
これまでのモデル 

新しいモデル 

現3-40代以降 

学習期間 就労期間 リタイヤ生活 

従来と同じ働き方、人生の過ごし方をすると大きなリスクに。 
・長寿化で貯蓄が不足。公的年金も縮小（現役生活の長期化）	
・ただし健康寿命も延びる	
・技術進歩の加速化＝習得したスキルが陳腐化（リタイヤするまで持たない）	
・終身雇用前提の年功賃金から同一労働同一賃金へ（同じことを長年やっても給料は増えない） 

20 60 

20 60 80 

・80歳位まで収入を得られるようにする（フルタイムジョブの必要はない）	
・定期的に学びなおす期間を作る（働きながらでもOK）	
・一社に就職（就社）しての無限定労働から、ジョブ型労働へシフト	

働き方の変革 
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